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１．ねらい 

 秋田県では、水田転作の推進や遊休農地

解消を目的として菜種作付を進めている。

そこで栽培された菜種から食用油を製造

（搾油）、食用油として使用後その廃食油

からバイオディーゼル燃料を製造し、自動

車や農業機械の燃料に使う構想を提案して

いる。 
しかし、国産菜種を原料とした菜種油の

割合は原油生産量ベースで 0.09％（「我が

国の油脂事情 2005 年」）と極めて少ないこ

とから、国産菜種油の商品流通量は少量で

あり、商品として認知されているとは言い

難い。また、消費者の食用油購入に関する

研究は美味しさや機能性に関する研究が中

心で、価格帯や原料産地・油分抽出法の違

いに関する評価を分析した研究は十分に行

われていない。そこで、本研究では消費者

の食用油購買状況や秋田県産菜種を原料と

した菜種油の評価について価格帯を中心に

把握することを目的とする。 

  
２．試験方法 

（１）調査は 2008 年３月に秋田県農林水産

技術センターの「首都圏消費者モニター」

50 名、「県内消費者モニター」50 名の合計

100 名を対象に実施した（回収率は首都圏

モニター79.2％、県内消費者モニター

91.7％）。 

（２）調査票は普段の食用油の購入・使用

状況に関する設問部分とホームユーステス

ト（以下、HUT）に供試した菜種油に関す

る設問部分の２部構成である 
（３）HUT には秋田県小坂町製造の「菜々

の油」275g 入りを１本使用した。  
（４）試用期間は 20 日間の留置試用であ

る。 
 
３．結果及び考察 

（１）普段購入する食用油は 100ｇあたり

10～50 円の商品 を購入する割合が高い

（図 1）。 

（２）国産原料食用油について、普段購入

している食用油より 10％高い値段であれ

ば許容すると回答した割合が高い（表 2）。 
（３）国産原料を圧搾製法 で製造した食用

油については、（２）と比較して県内モニ

ターは 20％高い価格を、首都圏モニターは

15％高い価格を許容するそれぞれ割合が上

昇する（表 2）。 
（４）菜々の油の希望購入金額は、首都圏

モニターが県内モニターを 100 円上回った

（表 3）。 

（５）普段購入する食用油の価格と「菜々

の油」購入時の希望金額の関係では、普段

10～50 円／100g の食用油を購入している

首都圏モニターのうち、11.4％が「菜々の

油」を 800～1000 円で購入しても良いと回

答した（表 4）。 

 

４．まとめ                            
国産原料を圧搾製法で製造した食用油に

対しては 10％の価格プレミアムを許容す

る割合が高いが、HUT 実施後の購入希望額

を見ると、普段購入している食用油が低価

格帯の商品である消費者であっても、３～

５倍の価格でも許容することが確認され

た。 

 しかし、現在の「菜々の油」の市販価格

は県内では 630 円、都内アンテナショップ

では 700 円となっており、消費者の許容す

る価格と実際の販売価格には差がある。菜

種油の多段階利用に向けてその差の縮小が

必要である。 

 また、「菜々の油」試用後に価格許容額

が高まったことから、実際に使用すること

で食用油としての評価が高まったと考えら

れる。従って、何らかの形で「菜々の油」

を使用することにより、購入が促進される

可能性がある。この点については、今後の

研究課題である。 
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図１ 普段購入している食用油の 100g あたり単価と購入者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国産原料 国産・圧搾 国産原料 国産・圧搾
５％高 9.3 9.3 24.3 21.2
10％高 34.9 23.3 45.9 33.3
15％高 14.0 11.6 2.7 15.2
20％高 14.0 18.6 8.1 9.1
25％高 2.3 7.0 2.7 3.0
30％高 0.0 0.0 0.0 0.0

価格差無し 23.3 25.6 16.2 18.2
買わない 2.3 4.7 0.0 0.0

県内モニター 首都圏モニター

表２ 製造方法別に見た価格プレミアの許容割合 （単

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 単位：円

最低価格 最高価格 最頻値 中央値 １00gあたり最頻値

首都圏モニター 180 1300 450 500 163.6
県内モニター 80 800 350 380 127.2

表３ 「菜々の油」購入希望額の比較 

 
 
 
 
 

200円未満 200～400円 400～600円 600～800円 800～1000円 1000円以上

県内モニター 5.7 51.4 20.0 5.7 11.4 0
首都圏モニター 3.2 12.9 22.6 12.9 0 0
県内モニター 0 2.9 0 0 0 0
首都圏モニター 3.2 0 12.9 9.7 0 0
県内モニター 0 0 0 0 2.9
首都圏モニター 0 3.2 0 9.7 0 0
県内モニター 0 0 0 0 0 0
首都圏モニター 0 3.2 0 3.2 0 3.2

菜々の油購入希望額

10～50円

50～90円

90～130円

普
段
の
食
用
油
購
入
額

（
1
0
0
g
あ
た
り

）
130円以上

0

（単位：％）

200円未満 200～400円 400～600円 600～800円 800～1000円 1000円以上

県内モニター 5.7 51.4 20.0 5.7 11.4 0
首都圏モニター 3.2 12.9 22.6 12.9 0 0
県内モニター 0 2.9 0 0 0 0
首都圏モニター 3.2 0 12.9 9.7 0 0
県内モニター 0 0 0 0 2.9
首都圏モニター 0 3.2 0 9.7 0 0
県内モニター 0 0 0 0 0 0
首都圏モニター 0 3.2 0 3.2 0 3.2
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（単位：％）表４ 普段購入する食用油の価格と「菜々の油」購入希望
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